
二
〇
二
三
年
度
国
文
学
会
彙
報

二
〇
二
三
年
度
国
文
学
会
活
動
状
況

〈
国
文
学
会
総
会
・
春
季
研
究
発
表
会
〉

 

二
〇
二
三
年
六
月
一
八
日
（
日
）　

良
心
館
二
〇
三
教
室

・
総
会

・
研
究
発
表

私
の
「
肌
感
覚
」
で
す

―
肌
感
覚
の
新
用
法

―
 

本
学
大
学
院
博
士
課
程
前
期
課
程　

谷
口　

悠

漢
文
訓
読
に
よ
る
「
ス
ナ
ハ
チ
」
の
意
味
変
化
の
考
察

―
「
即
」「
則
」「
乃
」「
輙
」
を
中
心
に

―

 

本
学
外
国
人
留
学
生
助
手　

胡　

鴻
洋

楽
亭
西
馬
作
『
岸
柳
四
魔
談
』
と
馬
琴
黄
表
紙

 

本
学
准
教
授　

三
宅
宏
幸

〈
国
文
学
会
秋
季
研
究
発
表
会
・
講
演
会
〉

 

二
〇
二
三
年
一
二
月
三
日
（
日
）　

良
心
館
一
〇
七
教
室

・
研
究
発
表

吉
屋
信
子
『
睡
蓮
』
論

―
〈
同
情
〉
と
い
う
規
範
を
め
ぐ
っ
て

―

 

本
学
大
学
院
博
士
課
程
前
期
課
程　

神
戸
啓
多

遊
女
と
〈
恋
愛
〉

―
樋
口
一
葉
「
た
け
く
ら
べ
」
と
そ
の
周
辺

―

 

本
学
准
教
授　

笹
尾
佳
代

・
講
演
会

馬
琴
の
流
行
、「
八
犬
伝
」
の
流
行　

 

同
朋
大
学
名
誉
教
授　

服
部　

仁

〈
新
入
生
歓
迎
会
〉　

学
生
部
会
主
催

　
　
　

二
〇
二
三
年
四
月
二
日
（
日
）

　
　
　

良
心
館
三
〇
三
教
室

〈
新
入
生
向
け
履
修
相
談
会
〉　

学
生
部
会
主
催

　
　
　

二
〇
二
三
年
四
月
五
日
（
水
）

　
　
　

良
心
館
二
〇
六
教
室

〈
国
文
合
宿
〉　

学
生
部
会
主
催

　
　
　

二
〇
二
三
年
九
月
六
日
（
水
）、
二
〇
二
三
年
九
月
七
日
（
木
）

　
　
　

同
志
社
び
わ
こ
リ
ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
近
江
神
宮

〈
ゼ
ミ
相
談
会
〉　

学
生
部
会
主
催

二
〇
二
三
年
一
一
月
一
〇
日
（
金
）、
二
〇
二
三
年
一
一
月
一
三
日
（
月
）

良
心
館
一
〇
六
教
室

〈
国
文
遊
歩
〉　

学
生
部
会
主
催

　
　
　

二
〇
二
四
年
二
月
一
一
日
（
日
・
祝
）

　
　
　

金
剛
能
楽
堂
に
て
能
楽
の
体
験
・
鑑
賞

二
〇
二
三
年
度
国
文
学
会
彙
報

一
二
三
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〈
講
演
会
〉　

院
生
部
会
主
催

　
　
　

二
〇
二
三
年
一
一
月
二
五
日
（
土
）

　
　
　

尋
真
館
地
下
一
階
教
室
（
Ｚ
Ｂ
１

）

　
　

理
論
／
テ
ク
ス
ト
を
い
か
に
ず
ら
す
か

―
ジ
ェ
ン
ダ
ー
批
評
の
現
在
地
を
探
る

―

 

近
畿
大
学
講
師　

泉
谷　

瞬

〈
院
生
合
宿
〉　

院
生
部
会
主
催

　
　
　

二
〇
二
四
年
二
月
二
四
日
（
土
）
〜
二
五
日
（
日
）

　
　
　

彦
根
城
、
彦
根
城
博
物
館

〈
研
究
発
表
会
〉　

院
生
部
会
主
催

二
〇
二
四
年
二
月
二
四
日
（
土
）　

同
志
社
び
わ
こ
リ
ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

〈
同
志
社
国
文
学
〉

　

第
九
九
号　

二
〇
二
三
年
一
二
月
二
〇
日
発
行

　
　
　
　
　
　

収
録
論
文
四
編
、
実
践
報
告
一
編

　

第
一
〇
〇
号

　
　
　
　
　
　

収
録
論
文
四
編
、
資
料
紹
介
一
編
、
索
引
一
編

〈
国
文
学
会
会
報
〉

　

第
五
一
号　

二
〇
二
三
年
三
月
二
〇
日
発
行

二
〇
二
三
年
度
修
士
論
文
題
目

『
万
葉
集
』
防
人
歌
に
お
け
る
独
自
性
の
所
在

―
他
歌
群
と
の
比
較
を
通
し
て

―   

日
比
野　

由　

佳

吉
屋
信
子
『
花
物
語
』
論

―
武
器
と
し
て
の
差
異
、
戦
略
と
し
て
の
反
復

―  
 

神　

戸　

啓　

多

特
権
的
主
体
の
揺
動
を
描
く

―
伊
藤
整
『
鳴
海
仙
吉
』
論

―   

岡　

本　

草　

平

新
語
「
じ
ぶ
ん
ご
と
」
の
使
用
状
況
と
増
加
要
因   

谷　

口　
　
　

悠

二
〇
二
三
年
度
卒
業
論
文
題
目

〈
垣
見
修
司
ゼ
ミ
〉

記
紀
神
話
に
お
け
る
ア
マ
テ
ラ
ス
の
性
別
に
つ
い
て

―
な
ぜ
ア
マ
テ
ラ
ス
は
女
神
な
の
か

―  
 

浅
野　

サ
マ
ン
サ
芽
育
実

『
古
事
記
』
に
お
け
る
サ
ホ
ビ
メ
の
死
の
理
由   

伊　

藤　

奈
菜
子

記
紀
風
土
記
に
み
え
る
上
代
温
泉   

花　

田　

愛　

美

『
万
葉
集
』
の
五
四
・
五
六
番
歌
の
前
後
関
係
に
つ
い
て  

 

樋　

口　

妃
奈
乃

笠
女
郎
歌
群
の
構
成
と
五
九
一
番
歌
の
問
題
の
所
在   

鷲　

根　

花　

歩

二
〇
二
三
年
度
国
文
学
会
彙
報

一
二
四
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「
さ
額
田
」
と
「
左
野
方
」
か
ら
考
え
る
「
狭
野
方
」

―
植
物
説
と
地
名
説

―   

竹　

野　

美　

結

「
玉
響
」
の
訓
と
意
味
の
検
討

―
漢
籍
に
お
け
る
「
玉
」
と
「
響
」
の
用
例
の
調
査
を
通
し
て

―  
 

渕　

田　

紗　

希

『
万
葉
集
』
巻
十
五
・
遣
新
羅
使
贈
答
歌
群
の
構
成   

酒　

谷　

竜　

伍

〈
岩
坪
健
ゼ
ミ
〉

『
和
泉
式
部
日
記
』
に
お
け
る
月
と
雨
の
効
果   

東　
　
　

美
沙
希

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
弘
徽
殿
大
后
の
存
在
意
義

―
悪
役
説
の
再
考

―   

國　

廣　

悠　

真

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
葵
の
上
の
役
割
と
効
果   
松　

本　

愛　

美

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
末
摘
花
の
七
絃
琴
の
演
奏
の
魅
力

―
月
夜
に
着
目
し
て

―   
飯　

田　

要
次
郎

若
菜
上
巻
に
お
け
る
光
源
氏
と
朧
月
夜
の
君
の
関
係
再
燃

―
三
つ
の
視
点
か
ら
み
た
朧
月
夜
の
君
の
役
割

―  
 

高　

橋　

知　

輝

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
花
散
里
の
特
異
性
と
効
果   

今　

田　

晴　

菜

衣
裳
描
写
が
明
石
の
君
の
人
物
像
へ
与
え
る
影
響   

島　

倉　

有　

希

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
明
石
の
君
の
「
身
の
ほ
ど
」
意
識
の
変
遷  

 

中　

山　
　
　

萌

朝
顔
の
姫
君
に
よ
る
源
氏
拒
否
の
理
由

―
物
語
内
容
と
物
語
構
成
の
観
点
か
ら

―   

平　

松　

香　

琳

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
朝
顔
の
姫
君
の
存
在
意
義   

前　

田　
　
　

凜

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
幼
い
女
性
た
ち
の
人
物
造
型

―
女
三
宮
と
紫
の
上
の
形
容
表
現
を
比
較
し
て

―  
 

福　

島　
　
　

奏

天
体
描
写
か
ら
み
る
『
源
氏
物
語
』
の
登
場
人
物   

柴　

田　

彩　

奈

薫
物
合
が
『
源
氏
物
語
』
の
展
開
に
与
え
る
影
響   

松　

田　

空　

奈

『
源
氏
物
語
』
か
ら
み
る
宮
廷
女
性
の
美
意
識   

太　

田　

知　

那

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
「
長
恨
歌
」
の
影
響   

前　

田　

早
貴
子

〈
源
健
一
郎
ゼ
ミ
〉

『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
晴
明
譚

―
式
神
と
権
力
者
と
の
関
係
を
比
較
し
て

―   

竹　

村　
　
　

宙

『
今
昔
物
語
集
』
本
朝
仏
法
部
に
お
け
る
蛇
の
描
か
れ
方  

 

山　

岡　

夕　

莉

延
慶
本
『
平
家
物
語
』
冒
頭
と
木
曽
義
仲
の
滅
び
に
つ
い
て

―
平
清
盛
・
俊
寛
と
の
比
較
を
通
じ
て

―   

森　

田　

諒　

一

延
慶
本
『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
清
盛
の
人
物
像

―
出
生
譚
を
中
心
に

―   

瀧　

本　

双　

葉

二
〇
二
三
年
度
国
文
学
会
彙
報

一
二
五
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覚
一
本
『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
管
弦
の
役
割

―
「
狂
言
綺
語
」
観
を
中
心
に

―   

川　

﨑　

莉　

彩

覚
一
本
『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
〈
自
殺
〉
の
意
義   

右　

田　

美　

冬

覚
一
本
『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
平
家
の
滅
び

―
清
盛
の
悪
行

―   

中　

島　

香　

子

覚
一
本
『
平
家
物
語
』
は
頼
朝
を
如
何
に
演
出
す
る
か

―
諸
本
比
較
・
人
物
比
較
を
中
心
に

―   

西　

本　

和　

真

覚
一
本
『
平
家
物
語
』
に
み
る
重
衡
物
語
の
様
相

―
三
人
の
女
性
の
出
家
の
真
相
を
め
ぐ
っ
て

―  
 

大　

庭　

和　

佳

覚
一
本
『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
天
狗
の
物
語
的
効
果  

 
大　

東　

優　

一

覚
一
本
『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
生
と
死
の
繋
が
り

―
平
家
嫡
流
を
中
心
に

―   
白　

方　

佑　

果

『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
直
実
の
役
割

―
普
遍
性
を
背
負
っ
て

―   

松　

本　

は　

な

実
盛
と
兼
光

―
章
段
名
比
較
を
通
じ
て

―   

小　

森　

梨　

央

酒
呑
童
子
が
鬼
と
し
て
退
治
さ
れ
る
こ
と
の
意
図

―
御
伽
草
子
『
酒
呑
童
子
』『
伊
吹
童
子
』
を
通
し
て

―  
 

江　

口　

智　

哉

〈
柳
川
響
ゼ
ミ
〉

『
今
昔
物
語
集
』
本
朝
仏
法
部
に
お
け
る
観
音
信
仰
と
夢
の
関
係  

 

鈴　

木　

総
一
郎

『
今
昔
物
語
集
』
に
描
か
れ
る
近
江
国
の
特
徴

―
播
磨
国
説
話
と
の
比
較
を
通
し
て

―   

別　

井　

大　

樹

『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
七
第
五
話
「
冷
泉
院
水
精
成
人
形
被
捕
語
」
に

関
す
る
考
察　

   

加　

藤　

慧　

悟

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
「
猿
神
退
治
」

―
第
一
一
九
話
「
吾
妻
人
、
生
贄
を
と
ど
む
る
事
」
に
つ
い
て

―  
 

柚　

木　

瞳　

子

御
伽
草
子
「
小
町
草
紙
」
に
お
け
る
在
原
業
平
の
役
割  

 

山　

本　

美　

結

〈
大
山
和
哉
ゼ
ミ
〉

八
代
集
に
お
け
る
「
恋
死
」
歌
の
諸
相
に
つ
い
て   

菊　

野　

春　

菜

『
更
級
日
記
』
中
の
和
歌
か
ら
見
る
孝
標
女
の
四
季   

亀　

田　

優　

香

自
然
物
を
含
む
式
子
内
親
王
歌
の
特
徴
及
び
独
自
性
に
つ
い
て  

 

坂　

野　

明
日
美

二
〇
二
三
年
度
国
文
学
会
彙
報

一
二
六
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『
定
家
卿
百
番
自
歌
合
』
六
番
「
帰
雁
」
に
お
け
る
趣
向
の
「
前
進
」
に

つ
い
て   

岩　

田　

泰　

治

最
初
期
の
与
謝
蕪
村
の
俳
画
と
南
画
の
作
品
群
の
比
較
か
ら
表
出
す
る
俳

画
の
精
神
性   

池　

田　

優　

希

正
岡
子
規
と
『
古
今
集
』
の
関
連
に
つ
い
て   

山　

本　

将　

伍

〈
三
宅
宏
幸
ゼ
ミ
〉

〈
道
成
寺
物
〉
の
祖
に
つ
い
て   

寺　

澤　

杏　

海

『
蘆
屋
道
満
大
内
鑑
』
葛
の
葉
狐
の
道
行
に
関
す
る
一
考
察

―
歌
舞
伎
・
文
楽
の
演
出
を
中
心
に

―   

永　

原　

萌　

音

『
雨
月
物
語
』「
菊
花
の
約
」
考

―
「
信
義
」
へ
の
新
た
な
考
え

―   
大　

橋　

正　

英

四
世
鶴
屋
南
北
『
霊
験
亀
山
鉾
』
考

―
『
霊
験
曽
我
籬
』
と
の
比
較
を
通
し
て

―   
小　

澤　

京　

香

〈
加
藤
大
生
ゼ
ミ
〉

「
老
練
」
の
形
骸
化

―
谷
崎
潤
一
郎
「
小
さ
な
王
国
」
論

―   

玉　

川　

結　

菜

谷
崎
潤
一
郎
「
途
上
」
論

―
筆
子
の
女
性
像
を
中
心
に

―   

松　

葉　

真　

緒

宮
沢
賢
治
「
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
」
論

―
馬
車
別
当
の
表
現
に
着
目
し
て

―   

向　

井　

陽　

菜

語
り
と
〈
他
者
〉
の
解
放

―
夢
野
久
作
「
瓶
詰
地
獄
」
論

―   

高　

山　

宝　

也

江
戸
川
乱
歩
「
心
理
試
験
」
に
関
す
る
考
察

―
精
神
分
析
の
観
点
に
着
目
し
て

―   

長　

尾　

雪　

菜

〈
西
川
貴
子
ゼ
ミ
〉

芸
術
家
「
私
」
が
語
る
〈
柳
湯
の
事
件
〉

―
谷
崎
潤
一
郎
「
柳
湯
の
事
件
」
論

―   

森　

原　

乙　

葉

芥
川
龍
之
介
「
報
恩
記
」
の
構
造
に
つ
い
て

―
「
恩
を
返
す
話
」・『
指
輪
と
書
物
』
と
の
比
較
か
ら

―  
 

澤　

田　

さ
く
ら

江
戸
川
乱
歩
「
人
で
な
し
の
恋
」

―
京
子
の
語
り
か
ら
見
る
乱
歩
の
理
想

―   

鈴　

木　

七　

瀬

『
歯
車
』
に
お
け
る
「
不
安
」
の
イ
メ
ー
ジ   

有　

村　

育　

美

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
と
し
て
の
「
キ
ャ
ラ
メ
ル
工
場
か
ら
」  

 

今　

井　

日
向
子

井
伏
鱒
二
「
鯉
」
に
描
か
れ
る
ユ
ー
モ
ア
に
つ
い
て   

喜　

多　

衿　

紗

夢
野
久
作
『
白
菊
』
論

―
場
の
設
定
か
ら
見
る
夢
野
の
探
偵
小
説
観

―  
 

武　

田　

直　

夕
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宮
沢
賢
治
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
に
お
け
る
切
符

―
第
四
次
稿
を
中
心
に

―   

多　

田　

麻　

央

岡
本
か
の
子
「
金
魚
撩
乱
」
に
見
る
「
女
性
解
放
」   

大
佐
古　
　
　

萌

中
野
重
治
「
歌
の
わ
か
れ
」
論

―
「
恋
」
と
わ
か
れ
て
進
む
道

―   

玄　
　
　

侑　

香

大
江
健
三
郎
「
芽
む
し
り
仔
撃
ち
」
に
お
け
る
「
自
由
」
に
つ
い
て

―
《
動
物
》
の
表
象
を
視
座
と
し
て

―   

沖　

田　

英　

里

神
林
長
平
『
プ
リ
ズ
ム
』
に
お
け
る
時
代
性

―
「
ヘ
ク
サ
グ
ラ
ム
」
を
中
心
に

―   

濵　

田　

あ
や
の

「
爪
と
目
」
に
お
け
る
視
覚
の
作
用

―
「
わ
た
し
」
と
「
あ
な
た
」
に
つ
い
て

―   
山　

本　

楓　

華

震
災
か
ら
見
る
『
愛
の
夢
と
か
』

―
「
三
月
の
毛
糸
」
と
「
十
三
月
怪
談
」
を
つ
ら
ぬ
く
も
の

―  
 

岡　

田　
　
　

創

〈
笹
尾
佳
代
ゼ
ミ
〉

泉
鏡
花
「
朱
日
記
」
論

―
救
済
さ
れ
る
雑
所
と
宮
浜

―   

杉　

江　

亜
衣
梨

江
戸
川
乱
歩
『
二
銭
銅
貨
』
論

―
装
置
と
し
て
の
二
銭
銅
貨

―   

松　

平　

征　

仁

永
井
荷
風
『
つ
ゆ
の
あ
と
さ
き
』
論

―
荷
風
が
描
こ
う
と
し
た
「
新
し
い
女
」

―   

山　

本　

拓　

実

安
部
公
房
『
箱
男
』
に
お
け
る
近
代
社
会
と
他
者

―
箱
男
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
巡
っ
て

―   

村　

田　

正　

宗

〈
瀬
崎
圭
二
ゼ
ミ
〉

　
　

泉
鏡
花
「
龍
潭
譚
」
論

―
身
代
わ
り
の
「
胎
児
」
と
〈
誕
生
〉
の
物
語

―  
 

藤　

原　

有　

梨

夏
目
漱
石
「
琴
の
そ
ら
音
」
の
同
時
代
受
容
と
そ
の
背
景  

 

樋　

口　
　
　

希

田
山
花
袋
「
蒲
団
」
論

―
時
雄
と
女
学
生

―   

伊　

藤　
　
　

心

永
井
荷
風
「
狐
」
論

―
小
石
川
と
狐
と
「
私
」

―   

岡　

本　

珠　

緒

日
常
に
侵
食
す
る
「
見
え
な
い
」
恐
怖

―
江
戸
川
乱
歩
「
人
間
椅
子
」
論

―   

楢　

崎　

凌　

功

堀
辰
雄
『
美
し
い
村
』

―
「
私
」
に
見
出
さ
れ
る
「
美
し
さ
」
に
つ
い
て

―  
 

西　

尾　

美　

咲

堀
辰
雄
「
風
立
ち
ぬ
」
に
お
け
る
〈
窓
〉
の
役
割   

小　

川　

彩　

葉

二
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太
宰
治
「
女
生
徒
」
論

―
女
生
徒
の
苦
悩
と
明
日
へ
の
覚
悟

―   

加　

藤　

梨　

沙

内
田
百
閒
「
サ
ラ
サ
ー
テ
の
盤
」
に
お
け
る
恐
怖
の
構
造  

 

織　

田　

遼　

子

開
高
健
「
裸
の
王
様
」
論

―
明
瞭
な
作
品
設
定
が
指
す
社
会
批
判

―   

中　

村　

彩　

樹

メ
デ
ィ
ア
か
ら
読
み
解
く
二
重
の
「
伝
達
」

―
村
上
春
樹
『
風
の
歌
を
聴
け
』
論

―   

河　

本　

陽　

太

村
上
春
樹
「
図
書
館
奇
譚
」
論

―
「
僕
」
と
母
親
の
支
配
関
係
に
つ
い
て

―   

鎌　

田　

響　

子

小
川
洋
子
「
ド
ミ
ト
リ
イ
」
論

―
「
学
生
寮
」
と
「
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
」
を
中
心
に

―  
 

堀　

士　

芽　

花

〈
藤
井
俊
博
ゼ
ミ
〉

美
的
語
詞
「
清
ら
」
の
文
学
的
意
味
・
用
法

―
「
清
げ
」
と
の
比
較
を
通
し
て

―   

箱　

田　

有　

紀

覚
一
本
と
延
慶
本
の
文
体
的
特
徴
に
関
す
る
考
察

―
「
死
ぬ
」
と
そ
の
同
義
語
を
中
心
に

―   

矢　

島　

七　

海

江
戸
時
代
の
日
記
・
紀
行
文
に
お
け
る
過
去
・
完
了
の
助
動
詞
の
出
現
傾

向
に
つ
い
て   

関　

口　

楓　

人

男
性
雑
誌
と
女
性
雑
誌
の
広
告
表
現
の
比
較   

秋　

山　

菜　

央

対
象
年
齢
の
異
な
る
文
章
間
に
見
ら
れ
る
文
体
的
特
徴
の
差
異
に
つ
い
て  

 

金　

坂　

奏　

希

「
よ
ろ
し
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
」
の
意
味
機
能

―
寄
り
添
い
・
断
言
躊
躇
を
表
出
す
る 

 

確
認
表
現
ま
た
は
疑
問
表
現

―   

羽　

場　

友　

亮

「
ポ
ン
コ
ツ
」
の
用
法
変
化
に
つ
い
て
の
考
察   

横　

田　

夏　

澄

痛
み
に
関
す
る
表
現
の
変
遷

―
オ
ノ
マ
ト
ペ
を
中
心
に

―   

濱　

西　

晴　

生

商
品
名
に
見
ら
れ
る
位
相
性

―
パ
ン
の
命
名
を
中
心
に

―   

櫻　

井　

か
り
ん

「
あ
い
み
ょ
ん
」
歌
詞
考

―
通
時
的
な
観
点
と
ほ
か
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
比
較
か
ら

―  
 

金　

岡　
　
　

陸

〈
山
本
佐
和
子
ゼ
ミ
〉

断
定
の
助
動
詞
「
じ
ゃ
」
に
つ
い
て   

辻　
　
　

智
香
子

新
島
襄
の
翻
訳
漢
語
「
自
由
教
育
」
の
成
立
と
定
着
過
程
に
つ
い
て  

 

霜　

永　

有
柚
実

「
炊
い
た
ん
」
の
語
史   

五
十
嵐　

香　

音
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『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
敬
語
表
現
「
御
〜
な
る
」・「
御
〜
あ
り
」

―
延
慶
本
と
覚
一
本
を
中
心
に

―   

万　

田　

果　

穂

女
性
の
手
紙
文
に
お
け
る
言
文
一
致
化
の
時
期
に
つ
い
て

―
書
簡
文
例
集
の
調
査
か
ら

―   

大　

石　

珠　

稀

『
小
公
子
』
の
翻
訳
に
お
け
る
女
性
の
話
し
方
の
変
化
に
つ
い
て  

 

青　

木　

彩　

華

『
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
と
賢
者
の
石
』
に
お
け
る
児
童
書
翻
訳
の
問
題

―
書
名
と
フ
ォ
ン
ト
を
中
心
に

―   

宮　

原　

花　

奈

ホ
ー
ム
ラ
ン
の
実
況
中
継
に
み
ら
れ
る
定
型
化

―
ス
ポ
ー
ツ
実
況
に
表
れ
る
日
本
的
特
徴

―   

山　

中　

康　

誠

若
者
言
葉
に
お
け
る
「
お
ぼ
こ
い
」
の
意
味
用
法

― X

（
旧T

w
itter

）
とInstagram

の
差
異

―  
 

田　

中　

美　

希

若
者
に
お
け
る
「
大
丈
夫
」
の
使
用
に
つ
い
て

―
同
志
社
大
学
準
硬
式
野
球
部
へ
の
調
査
を
も
と
に

―  
 

谷　

口　

啓　

太

岡
山
方
言
「
た
う
」
の
意
味
範
囲
に
つ
い
て   

三　

原　

有　

紗

筑
後
方
言
に
お
け
る
「
タ
イ
」
と
「
チ
ャ
ン
」
の
意
味
機
能  

 

加　

藤　
　
　

綾

沖
縄
県
本
島
中
部
に
お
け
る
ウ
チ
ナ
ー
ヤ
マ
ト
ゥ
グ
チ
「
ハ
ズ
」
の
使
い

方
に
つ
い
て

―
標
準
日
本
語
「
ハ
ズ
ダ
」
と
の
比
較

―   

新　

城　

り　

ら

二
〇
二
三
年
度
国
文
学
会
彙
報

一
三
〇

同志社国文学100号　三校　（2023年度国文学会彙報）　Ａ


